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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記
載しておりません。 

    ２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、当第３四半期連結累計期間及び、当
第３四半期連結会計期間においては潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。 
  

回次 
第９期 

第３四半期連結 
累計期間 

第９期 
第３四半期連結 
会計期間 

第８期 

会計期間 自平成20年４月１日 
至平成20年12月31日 

自平成20年10月１日 
至平成20年12月31日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高（千円） 1,477,069 587,610 1,598,978 

経常利益（千円） 441,003 259,294 277,167 

四半期（当期）純利益（千円） 230,071 125,284 159,330 

純資産額（千円） － 2,195,677 1,998,414 

総資産額（千円） － 2,565,844 2,295,714 

１株当たり純資産額（円） － 92,456.51 84,223.81 

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円） 

9,771.64 5,335.11 6,932.93 

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

－ － 6,851.75 

自己資本比率（％） － 83.9 85.4 

営業活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

188,154 － 213,487 

投資活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

△280,419 － △211,621 

財務活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

30,790 － 29,141 

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円） 

－ 1,269,594 1,331,068 

従業員数（人） － 57 53 
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２【事業の内容】 
 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。 
  

３【関係会社の状況】 
 当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社インストームは当社が所有する株式をすべて売
却したため、子会社ではなくなりました。 
  

４【従業員の状況】 
（１）連結会社の状況 

   （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を
（ ）外数で記載しております。                

  
（２）提出会社の状況 

   （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第３四半期会計期間の平均人員を 
（ ）外数で記載しております。                

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 57 (9) 

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 32 (9) 
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第２【事業の状況】 
１【生産、受注及び販売の状況】 
（１）仕入実績 
 当第３四半期連結会計期間の実績を事業部別に示すと、次のとおりであります。 
① 材料仕入 

② その他仕入 

   （注）１．その他仕入には、支払ライセンス料・委託設計料・外注費・特許使用料が含まれております。 
  ２．第１事業部におけるその他仕入は、主に支払ライセンス料であります。 
  第２事業部におけるその他仕入は、主に支払ライセンス料であります。 

    第３事業部におけるその他仕入は、主に支払ライセンス料及び委託設計料であります。 
  ３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

（２）受注状況 
 当第３四半期連結会計期間の実績を事業部別に示すと、次のとおりであります。 

    （注）１．受注高及び受注残高には、ランニングロイヤルティは含まれておりません。 
   ２．上記の金額は、販売価格によっております。 
   ３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

事業部別 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 第２事業部 (受託開発・カード)  (千円) 1,020 

合計          (千円) 1,020 

事業部別 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

第１事業部 (音源)  (千円)       35,601 

 第２事業部 (受託開発・カード)  (千円) 7,669 

第３事業部 (音声認識)  (千円)     20,356 

 合計          (千円) 63,627 

事業部別 受注高 (千円) 受注残高 (千円) 

  第１事業部 (音源)  22,510 31,442 

  第２事業部 (受託開発・カード)  68,699 9,660 

  第３事業部 (音声認識)  263,117 57,500 

合計       354,326 98,602 
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（３）販売実績 
 当第３四半期連結会計期間の実績を事業部別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績に対する割合は次のとおりでありま
す。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２【経営上の重要な契約等】 
 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
  

事業部別 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

  第１事業部 (音源)  (千円) 209,437 

  第２事業部 (受託開発・カード)  (千円) 69,347 

  第３事業部 (音声認識)  (千円) 308,825 

合計      (千円) 587,610 

相手先 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

金額 (千円) 割合 (％) 

㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ 352,408 60.0 

ＮＥＣエレクトロニクス㈱ 66,714 11.4 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 
 （１）業績の状況  

当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日～平成20年12月31日）におけるわが国の経済は、米国のサブプライ
ムローン問題に端を発した世界的金融危機の実態経済への波及から、景気後退がより鮮明になってきました。 
当社グループの主たるビジネスマーケットである携帯電話業界におきましても、販売方法の変化による価格の上昇
及び買い替えサイクルの長期化に加え、雇用不安に基づく個人消費の低迷などにより、販売台数の伸びは前年に比べ
大幅に減速しております。また、次なるビジネスマーケットである自動車業界も、急激な円高などの影響を受け、深
刻な事態となっております。 
このような経済環境のもと、当社グループにおきましては、「音源」「受託開発」「音声認識」の各事業分野にお
きまして積極的に、事業を展開しました。 
この結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績としましては、売上高は587,610千円、営業利
益は256,986千円、経常利益は259,294千円、第３四半期純利益は125,284千円となりました。 
各事業部の当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、次のとおりであります。 

  

  
① 第１事業部（音源部門） 

    売上高は209,437千円となりました。 
       当第３四半期連結会計期間における当社の音源搭載台数は、国内では5,020千台、海外では2,123千台となりまし

た。 
       第１四半期におきましては、音源の搭載台数は増勢の状態にありましたが、第２四半期におきましては、携帯電

話業界における携帯電話販売台数減少の影響を受けました。当第３四半期におきましては、世界的な景気後退の影
響も加わり、当期計画台数を下回る5,020千台となりました。一方、海外におきましては当初計画していた台数を上
回る2,123千台となり、予想外の増加となりました。 

       また、2008年12月にはフュートレック製音源の総累計出荷台数が１億台を突破しました。 
  
② 第２事業部（受託開発・カード部門） 

     売上高は69,347千円となりました。 
     受託開発部門は30,587千円、カード部門は38,759千円と、カード部門における書込みは順調に推移しましたが、
受託開発におきましては、自動車業界の深刻な事態を受け計画を下回る結果となりました。 

  
③ 第３事業部（音声認識部門） 
売上高は、308,825千円となりました。 
 音声認識フロントエンドソフトのロイヤルティ収入及びライセンス案件の収入が順調に推移し、計画を上回る売
上高を計上することができました。 

  
  
  
  

事業の部門別 
第９期 

第３四半期連結会計期間 
（千円） 

第１事業部 209,437 
音源部門 209,437 
国内搭載台数（千台） 5,020 
海外搭載台数（千台） 2,123 

ＳＷ開発部門 － 

第２事業部 69,347 
受託開発部門 30,587 
カード部門 38,759 
第３事業部 308,825 
音声認識部門 308,825 

売上合計 587,610 
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 （２）キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ220,075千円減少
し、1,269,594千円となりました。 
当第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの概況は次のとおりであります。 
「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

   営業活動の結果使用した資金は2,390千円となりました。 
これは、主な増加要因としまして税金等調整前四半期純利益を250,368千円計上したほか、減価償却費53,133千円
及び仕入債務の増加21,126千円によります。一方、減少要因としまして売上債権の増加251,901千円と法人税等の支
払60,680千円等によるものであります。 
「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

   投資活動の結果使用した資金は246,836千円となりました。 
これは、主に無形固定資産の取得による支出412,018千円と投資有価証券の売却による収入168,040千円によるもの
であります。 
「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

   財務活動の結果得られた資金は29,151千円となりました。 
これは、主に短期借入による収入100,000千円と自己株式の取得による支出70,567千円によるものであります。 

  
 （３）事業上及び財務上の対処すべき課題 
      当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 
  
 （４）研究開発活動 
      当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は54,000千円であります。 
   なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
  
 （５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 
    当第３四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。 
  
 （６）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

① キャッシュ・フローの状況 
 当第３四半期連結累計期間における資金の期末残高は、税金等調整前四半期純利益を432,076千円計上したこと
に加え、投資有価証券の売却による収入168,040千円及び短期借入金による収入100,000千円があったものの無形
固定資産の取得による支出435,782千円、自己株式取得による支出70,567千円及び法人税等の支払140,796千円等
により前連結会計年度より61,474千円減少し1,269,594千円となりました。 
② 資金需要 
 当社グループの運転資金需要の主なものは、売掛金、買掛金の回転期間差異に基づく運転資金及び研究開発資
金であります。 
③ 財政政策 
 当社グループの運転資金につきましては、自己資金で対応することを原則としております。 
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第３【設備の状況】 
（１）主要な設備の状況 
  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 
  
（２）設備の新設、除却等の計画 
   当社グループの設備投資については、開発計画に沿って投資効果等を勘案の上策定しておりますが、平成20年
12月31日現在において重要な設備の新設及び改修の予定はありません。 
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第４【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 
①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 
   該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 
   該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  
（５）【大株主の状況】 

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 79,360 

計 79,360 

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
(平成20年12月31日) 

提出日現在発行数（株） 
(平成21年２月13日) 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

 普通株式 23,648 23,648 
東京証券取引所 
（マザーズ） 

－ 

計 23,648 23,648 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年10月１日～
平成20年12月31日  

－ 23,648 － 716,570 － 914,795 

 当第３四半期会計期間において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規
定に基づき、自己株式を366株取得したこと等により、平成20年12月31日現在、次のとおり自己株式を保有して
おります。 

氏名又は名称 住所 所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％） 

株式会社フュートレック 大阪市淀川区西中島六丁目８番31号  366 1.55 
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（６）【議決権の状況】 
 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載
することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】 

  
②【自己株式等】 

 （注）平成20年10月22日開催の取締役会における自己株式取得に係わる事項の決議に基づき、平成20年12月31日現在 
    自己株式を366株取得しております。 
  

２【株価の推移】 
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。 

３【役員の状況】 
 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
  

平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式    23,648 23,648 － 

単元未満株式 － － － 

発行済株式総数 23,648 － － 

総株主の議決権 － 23,648 － 

平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 
（％） 

－ － － － － － 

計 － － － － － 

月別 平成20年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

最高（円） 298,000 365,000 330,000 274,000 263,000 234,200 208,800 230,000 204,000 

最低（円） 250,000 255,000 267,000 208,000 215,000 180,500 108,000 176,000 160,900 
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第５【経理の状況】 
１．四半期連結財務諸表の作成方法について 
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府
令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から
平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半
期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 1,269,594 331,068 
売掛金 578,310 475,627 
有価証券 － 1,000,000 
仕掛品 21,361 5,701 
その他 38,167 40,525 
貸倒引当金 △1,982 △1,485 

流動資産合計 1,905,451 1,851,437 
固定資産   
有形固定資産 ※1  25,604 ※1  28,414 

無形固定資産   
のれん 64,959 70,864 
ソフトウエア 492,893 － 
その他 2,577 138,083 
無形固定資産合計 560,430 208,948 

投資その他の資産 74,357 206,914 
固定資産合計 660,393 444,277 

資産合計 2,565,844 2,295,714 

負債の部   
流動負債   
買掛金 76,658 156,277 
短期借入金 100,000 － 
未払法人税等 131,786 78,396 
賞与引当金 7,311 23,292 
その他 51,950 39,333 
流動負債合計 367,707 297,300 

固定負債   
リース債務 2,459 － 

固定負債合計 2,459 － 

負債合計 370,167 297,300 

純資産の部   
株主資本   
資本金 716,570 697,250 
資本剰余金 914,795 895,475 
利益剰余金 597,925 405,102 
自己株式 △69,963 － 

株主資本合計 2,159,326 1,997,827 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 △6,754 △37,096 

評価・換算差額等合計 △6,754 △37,096 

少数株主持分 43,104 37,684 
純資産合計 2,195,677 1,998,414 

負債純資産合計 2,565,844 2,295,714 
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 1,477,069 
売上原価 548,210 
売上総利益 928,858 
販売費及び一般管理費 ※1  496,289 

営業利益 432,569 
営業外収益  
受取利息 5,337 
受取配当金 1,094 
助成金収入 4,250 
その他 68 
営業外収益合計 10,750 

営業外費用  
株式交付費 463 
支払利息 478 
支払手数料 1,374 
営業外費用合計 2,316 

経常利益 441,003 
特別損失  
投資有価証券売却損 6,166 
関係会社株式売却損 2,759 
特別損失合計 8,926 

税金等調整前四半期純利益 432,076 
法人税、住民税及び事業税 196,331 
法人税等調整額 △8,257 

法人税等合計 188,073 
少数株主利益 13,931 
四半期純利益 230,071 
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【第３四半期連結会計期間】 
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 587,610 
売上原価 167,171 
売上総利益 420,438 
販売費及び一般管理費 ※1  163,452 

営業利益 256,986 
営業外収益  
受取利息 1,557 
助成金収入 2,550 
その他 34 
営業外収益合計 4,141 

営業外費用  
支払利息 459 
支払手数料 1,374 
営業外費用合計 1,833 

経常利益 259,294 

特別損失  
投資有価証券売却損 6,166 
関係会社株式売却損 2,759 
特別損失合計 8,926 

税金等調整前四半期純利益 250,368 
法人税、住民税及び事業税 110,230 
法人税等調整額 △1,514 

法人税等合計 108,716 
少数株主利益 16,367 
四半期純利益 125,284 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  
税金等調整前四半期純利益 432,076 
減価償却費 101,336 
のれん償却額 5,905 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 550 
賞与引当金の増減額（△は減少） △15,980 
受取利息及び受取配当金 △6,431 
投資有価証券売却損益（△は益） 6,166 
関係会社株式売却損益（△は益） 2,759 
売上債権の増減額（△は増加） △111,549 
たな卸資産の増減額（△は増加） △15,653 
仕入債務の増減額（△は減少） △79,618 
未払金の増減額（△は減少） △14,036 
その他 15,839 
小計 321,363 

利息及び配当金の受取額 8,066 
利息の支払額 △478 
法人税等の支払額 △140,796 

営業活動によるキャッシュ・フロー 188,154 
投資活動によるキャッシュ・フロー  
有形固定資産の取得による支出 △7,150 
無形固定資産の取得による支出 △435,782 
投資有価証券の取得による支出 △6,661 
投資有価証券の売却による収入 168,040 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出 △593 

その他 1,726 

投資活動によるキャッシュ・フロー △280,419 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
短期借入れによる収入 100,000 
株式の発行による収入 38,362 
自己株式の取得による支出 △70,567 
配当金の支払額 △36,735 
その他 △268 

財務活動によるキャッシュ・フロー 30,790 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,474 

現金及び現金同等物の期首残高 1,331,068 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,269,594 
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 
   該当事項はありません。 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．連結の範囲に関する事 
  項  

  (１) 連結の範囲の変更 

     当第３四半期連結会計期間におい 

  て連結子会社であった株式会社イン 

 ストームは当社が所有する株式をす 

 べて売却したため、連結の範囲から 

 除外しております。 
 (２) 変更後の連結子会社の数 
    ２社 

２．会計処理基準に関する 
  事項の変更 

   リース取引に関する会計基準の適用 

  所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、従来、賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によってお

りましたが、「リース取引に関する会

計基準」（企業会計基準第13号（平成

５年６月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年３月30日改正））及び

「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士

協会 会計制度委員会）、平成19年３

月30日改正））が平成20年４月１日以

後開始する連結会計年度に係る四半期

連結財務諸表から適用することができ

ることになったことに伴い、第１四半

期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会

計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に

係るリース資産の減価償却の方法につ

いては、リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額法を採用して

おります。 

  なお、リース取引開始日がリース会
計基準適用初年度開始前の所有権移転
外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る
方法に準じた会計処理を適用しており
ます。 
  これにより、当第３四半期連結累計

期間の営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。 
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【注記事項】 
（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、57,347千円であ
ります。  

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、51,899千円であ
ります。  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。 
賞与引当金繰入額   2,343千円
研究開発費    144,820千円

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。 
賞与引当金繰入額 2,343千円
研究開発費     54,000千円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成20年12月31日現在）

  

現金及び預金勘定   1,269,594千円

現金及び現金同等物   1,269,594千円
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（株主資本等関係） 
当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至
平成20年12月31日） 
１．発行済株式の種類及び総数 
 普通株式             23,648株 
２．自己株式の種類及び株式数  
 普通株式                366株 
３．配当に関する事項 
 配当金支払額 

（セグメント情報） 
【事業の種類別セグメント情報】 
当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自
平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
 当連結グループは同一セグメントに属するシステムＬＳＩの設計開発を行っており、当該事業以外に事業の種
類がないため、該当事項はありません。 
  
【所在地別セグメント情報】 
当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自
平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 
  
【海外売上高】 
当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自
平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
  

（決議） 株式の種類 配当金の総額 
（千円） 配当の原資 １株当たり配当額（円） 基準日 効力発生日 

平成20年６月20日 
定時株主総会 

普通株式 37,248 利益剰余金 1,600 平成20年３月31日 平成20年６月23日 
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（１株当たり情報） 
１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 
    該当事項はありません。 
  

２【その他】 
 該当事項はありません。 
  

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 92,456.51円 １株当たり純資産額 84,223.81円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 

１株当たり四半期純利益金額 9,771.64円
 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 

１株当たり四半期純利益金額 5,335.11円

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額     
四半期純利益（千円） 230,071 125,284 
普通株式に係る四半期純利益（千円） 230,071 125,284 
期中平均株式数（株） 23,545 23,483 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

      平成21年２月６日 

株式会社 フュートレック      

  取締役会 御中  

  監査法人トーマツ  

 
指定社員 
業務執行社員   公認会計士  寺田 勝基       

 
指定社員 
業務執行社員   公認会計士  多田 滋和       

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フュー

トレックの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フュートレック及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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